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べき副作用のおそれ それ っ ながるおそれ ) 

  それ に注豆を要 
する ( 西市を 用化 用法用 a 効能効果 

笘 るおそれ ) 

  の液剤   甘利又はり 鎮痛・消 失 
食欲不   以下   ン t 剤として & 内局所に 関節痛、 筋肉 
頻脈   市中る 痛、 @T は 、 捻挫 

  の 消毒 : フ エ 
腐蝕及び吸収され、 中毒症状 ムールとして l.5- Ⅰ， M,nl 溶液 

れ、 中毒症状を の 発現のお を 旧いる。 (50-67 倍 ) 
起こすことがあ るそれ． )   健 ． 掠 用具、 千両 室 ・病室   
  眼に 入らないよ 家具・器具・ 物品などの 消 
うに 注帝 するこ       フェノールとして 2- 
  5 ㍉ 瀋 液を用いる・ (20- 
  本剤は必ず 希 50%@ 

釈し         ま 度に注 排 仕物の消毒 : フェノール 
意 して使用する と @, で 3-5% 瀋液を m い 
こと   る ． (20-33 億 ) 
  炎症または 易 下把 疾患の鎮 痒 
刺激性の部位に 痒疹 (@l@ 児 ストロフルスを 
使用する時合に 含む ) 、 じん麻疹、 虫 さされ 
は 、 漁度 に注意   
して正常の部位 フェノールとして t@Z 胚溶 

に 使用するよりも 液を用いる。 (50-@0O 拮 ) 
櫃 緯度とすること 軟宙 フエノールとして z- 
が 皇ましい   5 Ⅱ 軟 甘を用いる・ (20- 
  外用にのみ 使 501 告 1 
用 すること   
・田村包帯、 ギプ 
ス包帯、 @ 丁 ソウに 
使用すると刺激 
症状及び吸収さ 
れ・中耳症状が 
あ らわれるおそ 
れがあ るので、 
使用しないこと。 
  長 mm または 
広範囲に使 m し 
ないこと． [ 吸収 
され．中毒症状 
を起こすおそれ 
があ る・ l 
・ 韻飲 を再けるた 

め、 保管及び取 
扱いには十分注 
益 すること・ 
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